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東日本大震災により
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ホームページ・SNS・noteのお知らせ

原発事故の現在地
「避難をしていてもいいんだ」という環境を
地域の中に作り出す

［特集］



倉敷市水島にある、みんなのお家「ハルハウス」前にて。
（2022.5.28）

も、個人にお金が払われて解決する問題で

はないですよね。人と人とが繋がる中で生活

再建しなくてはならない。社会での関係性が

壊れてしまうと個人が抱えていた問題が拡

大してしまうことが多いじゃないですか。だか

ら、もともと持っていた社会関係を避難先で

もう一度作り直すようなことを政策的に支援

することは大切だと思います。それは、個人

への賠償で済むものではない。

個人への賠償の最大の問題は、それまで

にあった格差をそのまま反映させちゃうとい

うことです。困っている人のところには必ずし

も行かないのが賠償だから。

例えば、埼玉県に双葉町から避難したお

じいちゃんは、一人暮らしでもともと収入も持

ち家もないので、慰謝料と家財の賠償しか

ないんです。そういう人は、仮設の無償提供

がなくなったら生きていけなくなってしまうん

ですよね。「帰還困難区域はお金もらってい

るんだろう」という話になるけれど、それは人

によります。少ない人は少なくて、そういう凸凹

があるから、きめ細かく実態を知って支援し

ていかなくてはなりません。

復興政策をドカンと公共事業でやり、賠

償をとりあえずやり─では解決しないか

ら、丁寧なフォローが重要となる局面が必ず

出てきます。

服部　人はダメージから回復するのに、一
律のアプローチをするのでは難しい。一人一

人、それぞれです。そして、回復の「ゴール」も

立てにくい。ダメージを受けるというのはそう

いうことですよね。

除本　そうですね。2015年くらいから、大手
の一部のメディアから「今後の課題はなんで

すか」と聞かれることが増えました。わかり

やすい解がほしいんだと思います。その問い

には、「みえにくくなりますよ」と答えているん

です。「早く賠償しろ」とか、「早く除染しろ」

とか、わかりやすいワードでは括れなくなって

しまいます。置かれている状況が細分化さ

れていて、状況が掴めなくなってくるのは明ら

かだから、わかりやすい答えなんてないよ、っ

て答えているんです。

服部　「答えはあるだろう」という発想が、上
から目線のようにも思うんです。頭の中の世

界。でも実際の生身の人間は一人一人違う。

除本先生が、区域外の人たちに11年経っ
ても賠償や支援制度が必要だと思ったの

か、ということは、まさにその取り残されちゃう

という問題なんですよね。

除本　政策的に大きなかたまりとして取り残
されているのは避難指示区域外の人 で々

す。さきほどの、「帰還困難区域の困ってい

る人」の場合は見えにくいけど重要なケース

として、つぶさに見ていかなくてはならないけ

れど、区域外の話はそもそも「政策がない」

「制度が不在」の領域が広大に広がってい

る。そこはまず手当すべきですよね。

個 に々フォローが必要な人には、行政が

考えても良い回答は出ないことの方が多い

です。近くにいる人がケアを継続できる条件

を政策がやることが必要です。

だけど、いま、その「支援」の現場にも、縮

小の動きがあると聞いています。

服部　なぜ、これまで民間で柔軟にやって
きたのか、を大切にしてほしいとも思います。

現場の実感としては、柔軟にやっても、それ

でもやっとだったという感覚です。関係性を

大事にやってきたんです。

でも、それに対しても、お友達同士なら支

援はいらないでしょう、という話も聞いたこと

があります。

除本　私が、「やるべきだろう」と思っている
ことの反対のことが起きています。

服部　もともと、除本先生が公害問題に関
わるようになったきっかけはなんだったので

しょう。

除本　私は神奈川県の横浜市で生まれ育
ちました。東京湾の南端の埋立地で、海岸

が地図では直線になっているんです。幼い

頃、谷津干潟や盤州干潟（東京湾の千葉側）

の埋立反対運動なども行われていました。

ここは自然海岸が山砂で埋め立てられて、貝

などの生物が激減してしまいました。

福島でも「マイナー・サブシステンス＊」と言

われているような、山菜とか川釣りなどがあり

ますが、そういった豊かさが失われてしまっ

た。

幼い頃から、そのことが残念だ、おかしい

なという直感は明確にありました。自分の中

では繋がっていなかったけれど、研究をする

中で、それはずっとあったのだと思います。

服部　私も足尾銅山鉱毒事件の被害が

あった渡良瀬川の近く（栃木県佐野市）で生

まれました。最近になって、ふと調べてみた

ら、銅（足尾銅山の鉱毒、主に硫酸銅）がまだ出

ているんですね。私の友だちのお母さんが

「渡瀬川には絶対に入らないで」と言ってい

たことがあって、「なんでだろう」と思っていた

んですが、最近になって「ああ、こういうこと

だったのか」と思うようになりました。

除本　渡良瀬川下流の汚染状況について
は、まとまった文献がないんですよね。渡良

瀬遊水地に溜めているという話になっている

だけで、その泥の調査などもしているのでしょ

うか。

服部　時間の隔たりは想像以上にあるん
ですよね。ちゃんと調べていない、見えていな

いままです。

私の小学校の教頭先生は田中正造が大

好きな人で、足尾鉱毒事件田中正造記念館

の館長にもなった人なんです。その先生が

積極的に足尾銅山の話を教えてくれた、そ

の原体験は大きいんですね。

その後、当時の栃木県谷中村（鉱毒問題が

起きた）の人 が々、移住政策で移り住んだ、北

海道のサロマ湖のほとりにも行ってきたんで

す。町誌を見てみたら、移住してから30年後
には帰還運動もあったんですね。それを見

て、「ああ、原発事故と同じだ」と思ったんで

す。

帰還するにあたっては、サロマ町の人から

「なんで戻ろうとするんだ」という批判もあっ

たようです。行く時にも極寒の地で大変だっ

た、帰る時にも批判を受けて大変だった
─被害者が苦しむ根幹は同じなんだな

と思ってしまいました。

除本　この問題に関わる「原点」のようなも
のは、ありますよね。私も似たような感じだと

思います。環境経済学をやり始めた時は、幼

い頃の原体験に基づく研究だという意識は

ありましたが、2011年には研究者として10年

以上経っていましたから、それまでやってき

た公害研究の蓄積を福島でも応用して調

査をしなくては、と関わったんです。でも、遡っ

て考えてみると、幼少期の原体験につながっ

ているんです。何らかのルーツを持っている

というのは、ながーくやり続けるには大事なこ

とかもしれませんね。

服部　そうは言っても、こんなに原発のこと
を考える人生になるとは思いませんでした。

原発事故前から、浜岡原発が危ないというこ

とは知っていて、もし爆発したら関東から北

へ避難をしなくては、とも思っていたんです。

だから、福島の原発が爆発した時は驚きま

した。逆の方向に逃げる準備はしていなかっ

た、と。

ところで、本題にうつりますと、原発事故か

ら10年、賠償政策の歪みについて、どう思わ
れるでしょうか。

除本　賠償では、まさに区域外の人たちが
取り残されていることが最大の歪みじゃない

でしょうか。私たちも賠償指針の見直しの提

言をしますが、そのポイントは、区域外の話な

んです。依然として裁判でも評価されていな

いのは区域外だと思うんです。そこの指針を

作れというのが、一つの提言の目玉です。

生業訴訟（地域を返せ、生業を返せ!福島原発

訴訟）でも、賠償の地域を判決で広げたりし

ているわけですから、政府が避難を出した

区域の外側にも被害があったんだということ

を認めさせるべきです。お金の問題ではな

いけど、損害の評価をちゃんとしないと、政策

にもつながらないというのが公害の経験で

す。賠償のお皿に乗せた上で、政策でどう被

害者を救済していくか、避難をしていく人をど

う支えていくかを考えなくてはいけない。

服部さんたちがやっている、ほっと岡山の

ように、避難先で必要なケアをするということ

◎プロフィール
除本理史（よけもと・まさふみ）
大阪公立大学教員。著書：『きみのまちに未来はあ
るか？－「根っこ」から地域をつくる』（共著、岩波ジュ
ニア新書）『公害から福島を考える』（岩波書店）『原発
賠償を問う』（岩波ブックレット）など

今回お話を伺うのは、大坂公立大学教授の除本理史さん。
 7月30日に行われる、「倉敷・水島の公害と福島原発事故 

 2つの公害をむすぶ シンポジウム」でも登壇されます。
東京電力福島第一原子力発電所事故後、
これまでの公害研究をふまえた視点から

原発事故の賠償問題に研究者として取り組み、
発信し続けています。

特集原発事故の現在地

「避難をしていてもいいんだ」
という環境を

地域の中に作り出す

＊マイナー・サブシステンス：生計を維持するため
の主要な生業にはなりえない、経済的意味はさほ
ど大きくない生業のこと
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避難者の状況を自治体がただ情報とし

て吸い上げても、何もできないのではないか

と思います。

一方、箱物の工事などはたくさんやってい

ます。きめ細やかな活動ができる支援者が、

柔軟に動ける状況にすべきではないかと、私

もずっと訴えていますし、日弁連にも訴えてい

ます。

民間がやっている活動を行政がサポート

することが最良の方法ですが、最近は、逆に

行政が主導するという話もあるようです。そ

れは無理だし、残念ながら利用者側も求め

ていないとも思います。逆に高コストになると

思います。

その意味では、思ったより大変な状態に

なっていると思います。これから裁判で「支

援や救済の幅を広げたい」と闘ってきたの

に、むしろ、「どこまで悪化させないか」という

条件闘争になってしまいます。

官民共同、という言葉の「民」が駒になっ

てはいけないんです。

服部　避難者支援に係る公的なお金、「被
災者支援総合交付金」が実際にどのような

運用となっているのか、国がきちんと把握して

いないような気がするのも気がかりです。本

当に被害を受けた人たちにやるべき支援が

できていない心配もあります。問題が見えにく

くなっていると思います。

除本　ほっと岡山さんといっしょに7月30日
に「2つの公害をむすぶ」というシンポを倉
敷市水島で行いますが（https://mizushima-f.

or.jp/news/727/）、そういった機会に、岡山県

にも、原発事故の影響で避難している人が

いるんだ、ということを周りの人も意識して生

活してもらえると良いですね。裁判のことなど

も知ってほしい。

避難者の人が声をあげにくい状況はわか

るけれど、こういう運動があって、ということは

受忍限度（我慢の上限）を押し付ける─こ

れは、あなたも被害者になったら受け入れら

れるの？という話ですよね。原発事故の被害

はそもそも取り返しのつかない、人生を奪う

出来事だったわけです。そんな犠牲を払って

まで、原子力発電の「社会的便益」は必要

なんでしょうか？

福島原発事故の被害を放置したまま、原

発の再稼働が進んでいく現状があります。

これでは、被害者は、「しょうがないの？」「許

容すべきなの？」と自問せざるをえないでしょ

う。事故の被害の深刻さを、どこまで社会が

認識するか、ということかもしれません。やっ

ぱり、当事者に語れる人がいたら、どんどん

語っていただくことが大切かもしれません。

服部　これから4－5年は、「言っていいんだ
よ」に注力していきたいと思います。細く、長く

伝えていかなくてはいけないし、地域社会の

側も、一緒にこの問題解決するように取り組

みましょうというようなコミュニティができてい

かないと、本当に難しいと思います。

国を変える、議員を変えるより、地域の中

でこの問題が認知されて、プライオリティを上

げていこうということにならないと、裁判も勝

てませんよね。

服部　でも、その「語れない」という問題は
根深いとも思うんです。地域社会の中にも、

「いつまで避難支援だと言っているんだ」と

いう声もあり、当事者にとっては恐怖です。

安心して暮らせなくなってしまいます。

「移住者」「避難者」という自分が何者か、

ということも言えない、言いたくないという人も

いました。

除本　隠していないと、圧殺されてしまうの
では、という恐怖感もあるのではないかとも

思います。過剰な忖度というのでしょうか。

本来であれば、「自分はこういうアイデン

ティティを持っている」ということを、マイノリ

ティであっても受け入れられるという俎上が

あるから言えるんですよね。でも、受け入れら

れなかったら、隠すか自分を殺すかせざるを

得ないわけで、周りが「いつまでもそんな支

援支援なんて言っているんじゃないよ」と言

われたら、それは社会関係を切ることになっ

てしまう。

周りの寛容さがない。同調圧力も大きい

し、自己責任化が強く働いているから、困っ

ている人を、社会が支えることに対して、すご

く不寛容になっている。

「いつまで避難支援と言っている」という

のは、その社会を現しています。「誰にも頼ら

ずに健康でバリバリ働ける人」というのが良

い人、という価値序列があって、そういう序列

にあてはまらない人たちは「低く」見られてし

まう。

ですね。

除本　原発事故の賠償も、加害者主導で
した。被害者の声がない。生活の被害、暮ら

し全体が壊されたことが見えにくい。地域の

中で暮らすのが当たり前だった人たちが、そ

れを壊されてしまったのに、我慢してしまう。

でも、感情の発露はとても必要で、喜怒哀

楽は大事なんです。言いたいことは言わない

といけません。

今までしんどい目にあってきた公害の患

者さん、水島の患者さんもそうですが、しんど

い経験をして、そのうえで町を作っていくこと

を、20年以上やってきた方 で々す。患者会の

方 と々、今しんどい避難者さんとが交流すれ

ば、何か発見があるのではないかな、とも思

います。「私たち同じだね」と共感しあえる場

になったら良いですよね。

旧来型の価値観の中にも、言いにくさはあ

ると思います。「わきまえなきゃ」という人が、

感覚的に多いのかな、と思うんです。「わきま

えない」というのが、これからの鍵かもしれま

せんね。

服部　数年前に、「もう、私は私で生きてい
きたいから」と言って去っていった避難者さ

んがおられたのが、忘れられないんです。「そ

うなっちゃうよね」と分かる一方で、「それは

ダメ」とも言えない。

除本　文字通り、そう思っているなら、それで
も良いのですが、そう言わざるを得ない状況

があったり、周りから「自立した」という眼差

しを獲得したかったり、価値序列の上、ある

いは外にいたい、といったそういう感覚かもし

れません。

資本側が求めるような労働者の価値序

列、自己責任＝偉いとされてしまうような価値

観があります。新自由主義的世界ですよね。

稼げる人がいい人、という。

服部　働ける人も働けない人も生きられる寛
容な社会というのを、どう身の回りから作れ

るのか、ということを考えた方がいいのかもし

れませんね。

除本　そういう生きづらさ、心理的負担をど
う低減していくのか、というのが、被災者救

済だと捉えることが大切だと思います。賠償

だけではなく、もちろん箱物でもなく、「避難

をしていてもいいんだ」という環境を地域の

中に作り出すことが大事です。

原発事故も、公害の側面があるんです。

被害者の人たちは「元に戻してくれ」という

のがあるんですね。金なんていらないんです。

でも、無理なら、じゃあ何を？と考えなくてはな

らない。

でも、原状回復（元通りにする）が抜け落ちて、

服部　患者会の方と、ほんの少しだけお話
しする機会があったんですが、少ししか話し

ていないのに、涙を流して聞いてくださって…

先輩方の立ち振る舞いも、私たちの生きる糧

になるのかもしれませんね。

  
吉田千亜（よしだ ちあ）

1977年生まれ。フリーライター。埼玉に避難をした
人への『福玉便り』、子どもの
未来と健康を考える『こどけ
ん通信』などの編集・執筆。
著書：『ルポ母子避難（岩波
新書）』、『その後の福島：原発
事故後を生きる人々 （人文書
院）』、『孤塁 双葉郡消防士
たちの3・11（岩波書店）』

特集
原発事故の現在地

「避難をしていてもいいんだ」という環境を
地域の中に作り出す

こんにちは。グリーンコープ生協おかやまです。

突然ですが、みなさんは何を基準に電力会社を選択されています

か？

2016年4月、電力小売全面自由化が行われて以降、今日までに電
力会社の数は700社を超えています。
それぞれの電力会社にそれぞれの特徴があるかと思います。

その中で、私たちグリーンコープ生協が取り扱う「グリーンコープで

んき」には、原子力発電所由来の電気を供給電源としない「原発フ

リー」という大きな特徴があります。

グリーンコープでんきは1986年のチェルノブイリ原発事故、2011年
の福島第一原発事故を契機に、「いのちと原発は共存できない」とい

う思いのもとに誕生しました。

安心安全な食べ物を子供たちに食べさせてあげたいように、原発

や放射能などの負の遺産を子供たちの未来に遺したくないという組

合員の想いが形となったものです。

2013年に組合員自ら拠出した出資金を原資とした「神在太陽光発
電所」が市民発電所第一号として完成し、2017年4月からはグリーン
コープ全エリア（九州電力、中国電力、関西電力管内）ででんきの供給が

開始されました。

現在、グリーンコープ全エリアで約5000件、岡山では約180件の契
約数となっています。少しでもご興味を持っていただけた

方はこちらのQRコードからホームページもご覧いただ
ければ幸いです。

原発のない 社会を 目指して
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スタッフより

●最近、コップサイズのポータブル
ジューサーミキサーを買いました。毎朝、
凍らせたおいた好きな果物を投入すれ
ば1分ほどで程よいスムージーになりま
す。朝から果物が摂れるし健康にもい
いですね。私のオススメはバナナです。
お試しあれ♪（杉本紀子）

●5月30日・31日、高知県へ行きました。
牧野植物園、牧野富太郎博士生誕
160年の展示をしているので（6月26日ま
で）。車いすでは便利が悪く、バスでは
無理なことがわかったのですが、乗って
みたかった南風で行くことに。31日にレ
ンタカーを借りて、牧野植物園、県立
美術館と回ってレンタカー返して、ガソ

リンのレシートを見せて、その時、軽だか
ら軽油って、ほんとに軽油入れた人がい
て、そこからレッカーで持って行かれた。
いるんだな軽油入れる人。（宮岡義人）

●場所にもよりますが岡山は比較的
星が綺麗に見えます。わたしの家から
も夏の夜空に天の川が見えます。天の
川銀河はラズベリーの香り成分を含む
という研究結果も！銀河の中心の香り
を想像しながら星空を眺めてみてはい
かが。（大谷）

●雨が降らないと紫陽花の花がうつむ
いてしまいますが、雨が降っても降らな
くても雑草は強いですね。雨が降る度
にぐんぐん伸びる。その度に私のテン

ションががっくり落ちます。あー、まだま
だ雑草との戦いの日々は続きます。（杉
本美緒）

●またこんなこと書くのか！と自分でも
嫌になりながら書いている。若いころ
此処まで政治が劣化するとも思わな
かった、また3.11の後これ程政治が壊
れるとも想像できなかった。でも慧眼
の人は見通していただろう。少しの兆候
からもこうなるのを！！願わくは参院選
で真っ直ぐで利権と関係ない人を私た
ちが選ぶことだ。眼を開こう。（大和田）

●マスク。久しぶりに取って外を歩いて
みたら、いろんな空気の匂いがしてびっ
くりしました。一気に世界に色がついた

ようでした。気づかぬうちに動物の勘
が鈍くなっていたのかも（遠い目）。（小林）

●梅雨入り前のこの季節、外でごはん
食べるのが気持ちいいですね。お弁当
なんかもいいけれど、バーベキューした
いなぁ。食べすぎには気をつけつつ…。
（宮岡篤子）

●映画『はりぼて』を観ました。富山市
議会、嘘のようなほんとの話。思わず
笑ってしまったけど、全然笑えない。。日
本の政治の縮図、さらに地域政治が
舞台となって、アクターの振る舞いが
ぎゅっと濃縮されているよう。や、やっぱ
り笑えない。。激おすすめです。ネット
配信はじまっています。（はっとり）

倉敷市水島地区。瀬戸内に浮かぶ島 の々美しさと、巨大な工場群の
水島コンビナートが共にある街です。

水島の景色を船から眺めながら、避難者のみなさんと、水島のみなさんとご一緒しませんか。

共催：公益財団法人水島地域環境再生財団（みずしま財団）／一般社団法人ほっと岡山

東京から岡山へ移住して9年、実は一度
もほっと岡山さんのイベントに参加し

たことがありませんが、困った時に相談した

り、足を運べる場所があると思うだけで

ちょっと救われます。皆さんの活動に感謝致

します。本当に困った時は利用させていただ

きますので、その時は宜しくお願い致します。

（岡山市 植田久美子）

『ありがとうございます。お近くにお寄りの際
にはお気軽にいらしてください。』

今年は小さな畑に震災後初めて野菜を

植えました（トマト、キュウリ、ゴーヤ等）。

震災前の冬に堆肥をダンプ1台買って、友達
のだんな様にすき込んでもらい、あこがれの

ブルーベリー畑を作りました。20本の苗を

育てて…と思った矢先、放射能が一番高い

のがブルーベリーと聞き、ガッカリした事を

忘れることはできません。今は安心して何で

も作れます。（南相馬市 匿名）

『そうだったんですね
…。胸がぎゅっとしまし
た。』

15 [ No23 ] 2021.5 

日 月 火 水 木 金 土

6.26 27 28 29 30 7.1 2

●相談員：はっとり
3 4 5 6 7 8

●相談員：宮岡（義） ●相談員：はっとり
●被災者健診
　岡山協立病院

●大谷先生の
　アロマテラピー
●被災者健診
　岡山協立病院

●相談員：大和田
●オンライン交流会
●みずしま遠足
●被災者健診
　水島協同病院

10 11 12 13 14 15 16

●相談員：宮岡（義）

●相談員：はっとり
●被災者健診
　岡山協立病院

●相談員：はっとり ●ひみつきち

●ひみつきち

17 18 19 20 21 22 23

●相談員：宮岡（義）
●くるくるお茶会
　（宮岡篤）

●相談員：大和田

●相談員：はっとり
●被災者健診
　岡山協立病院

●ひみつきち

24 25 26 27 28 29

●相談員：はっとり
●被災者健診
　岡山協立病院

30
●相談員：はっとり

31 8.1 2 3 4 5 6

9

●防災カフェ

●ジェンダーの視点で
　考える防災とは？
　高松公民館・
　さんかく岡山主催

● 2つの公害をむすぶ
　シンポジウム

イベントカレンダー［2022年1月］
相談員…●大和田（精神保健福祉士）
　　　　●司法書士（随時）
　　　　●臨床心理士（毎月第3金曜）

●宮岡（義）
●宮岡（篤）
●はっとり

火・木・金・第2土…相談日
●…ほっと岡山主催・共催等
●…協力イベント等

＊司法書士による法律相談は随時受け付けます。ほっと岡山事務局まで、お気軽にご連絡ください。

新型コロナウイルスに関するイベント開催についてお知らせ
新型コロナウイルス感染拡大による政府・行政の判断により、イベントをオンライン開催へ変更する場合がございます。変更の場合、既にご予約の方には、ほっと岡山事務局よ
りご連絡します。参加をご検討の方は、事務局へお問合せいただくかホームページでご確認ください。ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

火・木・金・第2土…相談日
●…ほっと岡山主催・共催等
●…協力イベント、他

相談員…●大和田（精神保健福祉士）
　　　　●司法書士（随時）

●宮岡（義）
●宮岡（篤）
●はっとり

リニューアルされたホームページでは、1ヶ月先までの予定が見られますので、ぜひこちらもチェックしてみてください。
皆さまのお越しをお待ちしております。ご質問も遠慮なくどうぞ！

申込み先 ほっと岡山 Fax: 086 -230-4561
E-mail: hotokayama@gmail. com0120-566-311

紙面から
失礼します〜

イベントカレンダー［2022年7月］

HPはこちら！

●子どもの居場所「ひみつきち」
7/6（水）、13（水）、20（水）
16:30～18:00／申込不要。
●大谷先生のアロマテラピー&リラクゼーション
7/1（金）10:00～16:00
申込要／2ヶ月前の月末日より予約可

能／見守り託児（申込要）あり
●避難者オンライン交流会（Zoom使用）

7/9（土）19:30～21:00／申込要（締切
前日16:00）。機器の無料貸出あり。
●ジェンダーの視点で考える防災とは？
7/16（土）13:30～15:30／申込要

会場：岡山市立高松公民館
●防災カフェ
7/23（土）10:00～12:00／申込要
●ミニ交流会くるくるお茶会
7/28（木）11:00～15:00 
申込優先（定員5名子ども含まず）

●2つの公害をむすぶ シンポジウム
7/30（土）13:30～16:00
申込要／オンライン可能／会場：倉敷
市環境学習スクエア水島愛あいサ
ロンコミュニティフロア
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あなたについて教えて下さい。＊無記名でも結構です。

お名前

年　齢 □ 20歳未満　　□ 20代　　□ 30代　　□ 40代□ 50代　　□ 60代　　□ 70歳代以上

現在のお住まい
区・市
町・村

性　別 □ 女性　□ 男性　□ いずれでもない　□ 回答しない

2011年3月時の
お住まい 区・市

町・村

都・道
府・県

都・道
府・県

●切手不要でポストにご投函ください。●表のアンケート欄は記入できる範囲で結構です。
●ほっと岡山ホームページに掲載可能な場合（匿名掲載もできます）　　□ Yes　□ No

例えば ……移住者あるある話、食べ物ネタ、ちょっと言いたいなどなど

読者からカードが届きました！

●日時 2022年7月9日（土）11:45
●場所 水島駅にお集まりください
●日程
11:50 水島駅出発
12:00 昼食「うどん 三佳」
＊水島駅より徒歩6分
13:30 水島港から乗船、約1時間の
クルーズ

15:00 交流タイム（水島愛あいサロン）
16:20 解散
●参加 20名
＊定員に達し次第締切（締切：7月7日）

●費用 500円 ＊当日集めます
＊昼食は実費となります（参考：ぶっかけ
うどん400円）

●申込 電話・メール・フォームより、

ほっと岡山までお申し込みくださ
い。
○電話
0120-566-311（月～金／10時～17時）
○メール
hotokayama＠gmail.com
＊参加者のお名前、連絡先をお知らせ
ください

○フォーム
右QRコードより入力ください
●お問合せ 
ほっと岡山まで
お気軽にご連
絡ください。

「みずしま遠足」は、7/30に開
催する『倉敷・水島の公害と福

島原発事故2つの公害をむす
ぶ』シンポジウムのプレ・イベ

ントとして、みずしま財団のご協

力のもと、実施する運びとなりま

した。

「水島通船」へ乗船！
船から眺める水島コン
ビナートは圧巻。黒猫
のマスコット「ねこ船長」
がお出迎え。

「ミルクラン」のプリン
水島名物のおいしいお
やつ。交流タイムで登
場します！お楽しみに！

「うどん 三佳」で昼食
昼食はこちら、知る人ぞ
知る、おいしい三佳の
おうどん。お値段もお
手軽です。

「水島臨海鉄道」
水島地区を走る臨海
鉄道。ここでしか出会
えない懐かしい車両が
人気!!

同封の「つぶやきネタカー
ド」でのつぶやき・投稿・ネ
タ情報をいつでも募集中！
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ホームページやフェイスブック、YouTubeでも『ほっと岡山』の活動などをご覧
いただけます。

インスタグラム
「hotokayama」

「ほっと岡山」
ホームページ

フェイスブック
「hotokayama」

YouTube
「ほっとチャンネル」

これまで紙面でお伝えしてきたニュースやイベントは、
いち早く、かつ2ヶ月分を先駆けてお届けできるように、ホームページとSNSをメインに掲載しています。

「特集」や「ほっと岡山レポート」、「こころのオアシス」は、noteにアーカイブを載せて、
いつでもどこでもお読みいただけるようになりました。

＊noteはクリエイターが文章やマンガ、写真、音声を投稿することができ、
ユーザーはそのコンテンツを楽しんで応援できるメディアプラットフォームです。

ホームページやSNS、noteで
最新情報をチェックしてみませんか？

❶「NEWS&イベント」で主催イベント、
その他のイベントが常にアップデートさ
れています。
❷「イベントカレンダー」
では2ヶ月分の予定を
確認できます。

お役立ちリンクからは、「放射能リスク」
「こころ」「コロナ」「帰還」「子育て」「移
住」「原発事故」「健康診断」「お金」「住
宅」「仕事」「保養」「調
査研究」などのトピッ
クで情報を調べること
ができます。

「特集」、「ほっと岡山レポート」、「こころ
のオアシス」、など、これまで紙面でご紹
介していた記事がnote

で読めるようになりま
した。ホームページの
リンクからもどうぞ。

21 3困ったときに頼れる
リンク集

早く先まで分かる
予定

 どこでも
 いつでも読める

「ほっと岡山マガジン」

こころの
オアシス

ほっと岡山
レポート

放射能
リスク

コロナ

保養

仕事

お金

子育て

❶

❷
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